
日本医史学雑誌第51巻第2号(2005) 208

二
）
は
じ
め
に

済
生
学
舎
は
明
治
九
年
四
月
九
日
の
創
立
で
あ
る
。
開
校
の

準
備
中
に
創
設
者
長
谷
川
泰
が
終
生
、
師
と
仰
い
で
い
た
順
天

堂
の
佐
藤
尚
中
が
病
に
倒
れ
た
た
め
（
明
治
八
年
四
月
十
三
日

大
喀
血
）
佐
藤
の
経
営
し
て
い
た
医
学
校
「
済
衆
舎
」
の
教
育

面
の
依
頼
を
受
け
て
明
治
八
年
十
二
月
二
十
七
日
認
可
さ
れ
て

は
い
た
が
正
式
の
開
校
に
先
立
っ
て
講
義
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

今
回
は
長
谷
川
の
元
書
生
で
あ
っ
た
川
上
元
治
郎
の
回
想
や
書

簡
を
も
と
に
、
そ
の
黎
明
期
と
も
い
う
べ
き
済
生
学
舎
の
創
立

当
時
の
有
様
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
開
校
前
に
使
用
さ
れ
た

「
華
氏
病
理
摘
要
」
と
開
校
後
に
出
版
使
用
さ
れ
た
「
内
科
要
略
」

を
紹
介
す
る
。

15

済
生
学
舎
開
校
前
後
の
川
上
元
治
郎
の
手

紙
と
報
告
書
及
び
当
時
使
わ
れ
た
教
科
書

岩
崎
一
・
殿
崎
正
明
・
唐
澤
信
安

日
本
医
科
大
学

（
二
）
川
上
元
治
郎
の
報
告

川
上
元
治
郎
（
東
大
別
科
生
、
日
本
医
事
週
報
主
）
の
回
想

に
よ
れ
ば
済
生
学
舎
開
業
願
は
明
治
八
年
十
二
月
二
十
四
日
に

東
京
府
知
事
に
提
出
さ
れ
同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
直
ち
に
認

可
さ
れ
て
い
た
。
但
し
年
末
の
た
め
、
桜
の
季
節
明
治
九
年
四

月
九
日
を
創
立
日
と
し
た
。

開
校
当
時
既
に
生
徒
は
二
十
八
、
九
名
お
り
教
師
は
長
谷
川

け
人
し
ゅ
う

舎
長
と
山
崎
玄
脩
（
長
谷
川
の
父
、
宗
済
の
元
弟
子
、
明
治
九

年
東
大
医
学
部
第
一
期
生
）
、
丹
波
敬
三
（
東
大
薬
学
科
卒
）
計

三
名
で
開
校
し
た
。
然
る
べ
き
日
本
語
の
教
科
書
は
少
く
、
全

て
ド
イ
ツ
語
の
原
書
で
教
授
し
て
い
た
。
学
校
で
文
典
や
解
剖

生
理
の
訳
読
を
教
え
る
と
同
時
に
ド
イ
ツ
語
で
内
科
や
外
科
学

を
教
授
し
て
い
た
と
あ
る
。
開
校
時
の
生
徒
は
学
校
の
他
に
私

塾
で
変
則
読
み
を
教
わ
る
な
ど
し
て
全
く
ド
イ
ツ
語
の
読
め
な

い
者
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
元
治
郎
が
兄
、
川
上
鰹
太

郎
に
あ
て
た
手
紙
に
よ
れ
ば
（
明
治
十
三
年
十
二
月
一
旦
明

治
十
三
年
当
時
三
百
五
十
名
の
生
徒
が
在
学
し
て
い
る
事
、
長

谷
川
舎
長
自
ら
も
三
科
目
の
講
義
を
受
け
持
っ
て
い
る
事
、
毎

夕
六
時
に
寝
て
十
時
に
起
き
、
そ
れ
か
ら
徹
夜
で
西
欧
医
書
の
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訳
述
に
努
力
し
て
い
る
事
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

（
三
）
「
華
氏
病
理
摘
要
」
と
「
内
科
要
略
」
に
つ
い
て

「
華
氏
病
理
摘
要
」
（
全
五
巻
）
、
和
書
（
明
治
八
年
十
一
月
刊
）

は
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
’
一
ア
大
学
の
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
著
「
エ
セ
ン

シ
ャ
ル
、
オ
ブ
、
メ
デ
シ
ン
」
の
「
病
理
篇
」
の
訳
述
書
で
あ

る
。
こ
れ
は
開
校
時
既
に
使
わ
れ
て
い
た
教
科
書
で
あ
る
が
同

書
の
一
部
は
そ
の
と
き
桑
田
衡
平
訳
「
華
氏
内
科
摘
要
」
と
し

て
発
行
さ
れ
て
お
り
好
評
を
博
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
内
篇
」

で
長
谷
川
著
述
書
は
「
外
篇
」
と
も
い
う
べ
き
「
病
理
篇
」
で

あ
っ
て
姉
妹
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
但
し
現
在
の
病

理
学
書
と
は
違
っ
て
症
候
学
、
理
学
診
断
法
、
治
療
法
迄
含
む

総
合
的
な
内
科
書
で
あ
る
。
「
内
科
要
略
」
は
長
谷
川
の
師
、
佐

藤
尚
中
が
生
前
完
訳
し
え
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
人
、
ニ
ー
マ
ィ
エ

ル
、
ザ
ィ
ッ
共
著
の
「
病
理
各
論
」
を
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
が
、
病
に
倒
れ
た
佐
藤
が
病
床
で
訳
述
し
た
「
済
衆
録
」
（
ニ

ー
マ
イ
エ
ル
原
著
）
が
呼
吸
器
、
消
化
器
、
循
環
器
の
み
で
あ

っ
た
の
を
師
の
許
可
を
え
て
完
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十

三
年
頃
に
は
数
百
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
い
ち
い
ち
ド

イ
ツ
語
の
訳
書
か
ら
教
え
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
各
教
師
が
メ

モ
ラ
ン
ダ
ム
を
出
版
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

長
谷
川
著
の
「
内
科
要
略
」
は
「
病
理
各
論
」
に
基
づ
き
英

米
医
家
の
書
を
参
考
に
翻
訳
し
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

十
三
年
か
ら
同
十
七
年
に
か
け
全
九
巻
出
版
さ
れ
た
が
、
熱
血

漢
長
谷
川
が
生
徒
教
授
の
備
忘
録
に
あ
て
る
べ
く
、
文
字
通
り

寝
食
を
忘
れ
不
眠
不
休
の
努
力
を
も
っ
て
書
き
あ
げ
た
済
生
学

舎
の
初
期
の
教
科
書
で
開
校
当
時
使
わ
れ
て
い
た
。
今
回
は
そ

の
う
ち
明
治
十
三
年
八
月
二
十
五
日
出
版
の
巻
二
）
を
と
り

あ
げ
た
が
分
類
、
定
義
、
原
因
等
も
現
在
程
明
確
で
な
く
、
急

性
伝
染
病
と
動
物
毒
伝
染
病
に
大
別
さ
れ
、
急
性
伝
染
病
の
中

に
当
時
の
代
表
的
疾
患
が
十
六
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

風
疹
が
軽
症
麻
疹
に
さ
れ
て
い
た
り
、
脚
気
が
急
性
伝
染
病
の

中
で
扱
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。

（
四
）
お
わ
り
に

今
回
、
長
谷
川
泰
の
元
書
生
、
川
上
元
治
郎
の
書
簡
及
び
回

想
録
、
更
に
当
時
の
教
科
書
の
一
部
を
紹
介
し
、
済
生
学
舎
開

校
時
の
様
子
を
偲
ん
だ
。


